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研究成果の概要（和文）：本研究では、東日本大震災、インド津波のインドネシア、フランス熱波の3つの巨大
災害において、社会が犠牲者の遺体にどのように対処しているかを調査した。遺体の処理、埋葬、犠牲者の追悼
式や記念碑、生存者の心理的サポートなど多岐にわたった。生存者、犠牲者の家族、第一応答者、宗教指導者、
葬儀屋、犠牲者の遺体を処理する自治体などを対象に質的調査を実施した。また、行政などのアーカイブ調査も
行った。このデータから、異なる文化や社会における、このような「大量死事件」の取り扱いの成功と失敗を明
らかにすることができた。本研究で得られた教訓は、今後南海地震や東京地震で数万人の遺体を処理するための
準備に役立つと思われる。

研究成果の概要（英文）：This study examined how societies dealt with the bodies of victims of three 
major disasters: the Great East Japan Earthquake, the Indian Tsunami in Indonesia, and the French 
Heatwave. The research covered a wide range of issues, including the disposal of bodies, burials, 
memorials and commemorations of victims, and psychological support for survivors. Qualitative 
research was conducted with survivors, family members of victims, first responders, religious 
leaders, funeral directors, and local authorities disposing of victims' bodies. The researcher also 
carried out archival research in the facilities of government and other organisations involved in 
the management and remembrace of the victims. The data allowed us to identify successes and failures
 in handling such 'mass death incidents' in different cultures and societies. The lessons learned 
from this study will be helpful in preparing for handling tens of thousands of bodies in future 
Nankai and Tokyo earthquakes.

研究分野： Cultural Anthropology
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究が刺激となり、日本、フランス、インドネシアの大学や研究者の協力が実現した。研究成果は、雑誌記
事、特集号、ブックチャプター、国内・国際会議などで発表されている。これらの教訓は、今後30年以内に発生
する南海トラフ地震や首都直下型地震における大規模災害の対応準備に貢献するはずである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

1. 研究開始当初の背景 

(1) 世界中で過去 20年間（1996年～2015 年）に自然災害によって亡くなった人の数は、135 万

人にのぼる。それに際し、両親、友人、そして社会が、悲しみに対処しなければならなかった。

個人の喪失という事態に直面した場合、彼らの遺体を管理し、死を追悼することの成功あるいは

失敗は、災害の負の影響（トラウマ、うつ病、苦しみ、疫病など）を軽減または増加させる可能

性に繋がる。 

 

(2) 日本の災害専門家は、今後 30年以内に起こると予測されている南海トラフ地震や首都直下

型地震で、何万人もの人々が死亡す

ることを懸念している。避難手順や

インフラを改善するための対策が取

られている一方で、大量死の管理と

その後の追悼という大きな課題への

関心は比較的低い。本研究では、2011

年の東日本大震災（犠牲者 15,594

人）、2004 年インド津波のインドネ

シア・アチェ（犠牲者約 16 万人）、

2003 年のフランス熱波（犠牲者

14,802人）という 3つの巨大災害か

ら教訓を得て、このギャップを解消

することを目指す。 

     図１災害における犠牲者の管理の流れ 

2. 研究の目的 

(1) 本研究の第 1の目的は、大量死における喪失のプロセスを記録し、社会文化的理解を提供す

ることである。3つの異なる社会でデータを収集することで、それぞれの文化圏で大量死の管理

に見られる共通点と相違点を明らかにする。さらに、この研究では、災害犠牲者が「通常の」死

者儀礼に与えうる影響も検証する。 

(2) 本研究の第 2 の目的は、これら 3 つのケーススタディの成功と残されたチャレンジを評価

することである。成功例としては、災害への備え、適応、文化的に配慮した大量死への対処など

が考えられる。一方、チャレンジ例としては、犠牲者だけでなく、その遺族やコミュニティが経

験した喪失を長期的に追悼するための対処能力の欠如が考えられる。研究結果は、政策立案者、

コミュニティのリーダー、その他の災害管理関係者に対して、一連の提言を構築するための最初

のステップとなり得る。 

 

3. 研究の方法 

(1) 本研究は、エスノグラフィック・フィールドワークの手法に基づく。遺体の管理にあたった

人々、遺族、そのほか関連する広範な社会構成員を対象にインタビュー調査が行われた。また、

災害の記念と犠牲者の追悼を行う公的な儀式に参加し、その記録と分析を行うことで、災害の影

響を軽減するために必要な要素を明らかにする。 



(2) エスノグラフィックデータを補完するために、アーカイブ、政府報告書、メディア、研究論

文から二次資料を収集した。この作業は、緊急時の死者の管理に関する文献調査ならびに、Covid-

19パンデミックの 2年間（2020～2022年）の現場へのアクセス不足を補うために不可欠であっ

た。 

 

4. 研究成果 

(1) 大量死への対応〜学際的な視点からの予備的な教訓 

本研究では、日本・インドネシア・フランスの災害事例における犠牲者の遺体管理について考察

した。その結果、膨大な数の犠牲者への対応は、遺体を処置する施設（病院、遺体安置所、火葬

場）の被害の大きさによってさらに複雑な状況に陥り、遺体処理が大幅に遅れてしまったことが

明らかになった。日本で従来行われてきた防腐処理を行わない火葬では、数千人規模の遺体を一

度に処理することは不可能であり、国や自治体は火葬できない犠牲者の遺体を仮埋葬すること

で対応した。その結果、仮埋葬は遺族だけでなく、市の職員にとっても負担やトラウマの原因と

なったことが示唆された。最後に、今後の日本および世界の危機において、大量死に対処するた

めの可能な解決策について考察し、結論とする。インドネシアでは、遺体の数が多く、能力不足

のため、個別墓の習慣に従った犠牲者の数に対応することは不可能であった。そのため、政府は

集団墓地を建設することで対応した。一部の遺族は、遺体を回収して個別の墓への埋葬を行った

が、ほとんどの家族は、現在も集団墓地を祈

りと追憶の場として利用している。最後に、

フランスでは、日本と同じように市場を臨時

の死体安置所として利用した。犠牲者は最終

的に家族の墓か、自治体が所有する共同墓に

埋葬された。日本やインドネシアとは異なり、

フランス熱波の中で発生した集団死は政治的

にタブーとされ、国によって追悼されること

はない。 

【写真】東松島市仮集団墓地 2011.08.13 著者撮影 

 

(2) 災害後のコミュニティの社会的復興における災害記憶と追悼の役割 

大災害の集団的経験の後、日本とインドネシアの事例では、悲劇とその犠牲者を追悼し、記憶す

るための様々な試みが行われた。そのひとつが、喪主、被災者、政治家、宗教家、その他の訪問

者が悲しみを整理し、死者に敬意を表し、被災したコミュニティとの連帯を表明し、大災害を記

憶するためのモニュメントの建立であった。

追悼のプロセスは災害の直後に始まるにもか

かわらず、死者のための記念碑は災害から何

年も経ってから建てられた。その理由は、慰霊

碑がしばしば「記憶装置」としてのみ考えられ

ているためかもしれない。しかし、本研究で

は、慰霊碑が遺族にとって実用的な役割を果

たしていることを示し、その有形（碑とその周

辺）および無形の次元（悲しみ、社会的絆、 

記憶）の両方の重要性を指摘した。  【写真】閖上寄り添いお地蔵さんと日和山、名取市  



災害後のコミュニティが被った損失の影響を軽減するために、慰霊碑が補完的な追悼実践の

土台を構成するという考え方に基づき、以下にいくつかの提言を提示する。第 1 の提言は、死者

のための記念碑は、達成や目標ではなく、悲しみと社会再建のプロセスの一部とみなすべきだと

いうものである。第 2の提言は、紛争を避け、死と記憶に関する複数の見解や信仰を表現するた

めに、単一の石碑ではなく、複数のモニュメントを設けることである。第 3の提言は、死者のた

めの記念碑を、災害の記憶と教育の中心的な触媒として利用することである。 

 

(3) 破壊と復興の狭間で ――災害メモリアルランドスケープの過渡性について 

本研究では、追悼の風景の本質について明らかにするため、日本とインドネシアにおいて、コミ

ュニティの犠牲者のための公式・非公式な追悼場所の創造と変容につながった政治的・文化的プ

ロセスを調査した。死者の追悼が、私的および

公的な追悼施設において、被災した土地でどの

ように成立してきたかを示している。本研究は

、これらの追悼の場が、災害前と災害後のコミ

ュニティの間の連続性と中断点の役割を果た

すダイナミックな景観を形成し、その社会的・

文化的復興に不可欠であると結論付けている。

    

     【写真】シロン集団墓地、バンダアチェ、インドネシア   

 2013.12.25 著者撮影 
 

(4) 災害遺構への対応 ――遺体・魂・遺産について 

本研究の成果の 1 つは、東北大学災害科学国際研究所（IRIDeS）で国際ワークショップ「The 

Practices and Ethics of Dealing With Disaster Remains and Cultural Heritage」が 2回開

催され、発表された各論文を特集号としてまとめたことである。参加者は、国内外の研究者、学

生、アーティスト、市民等からなり、映画、プレゼンテーション、展覧会、パフォーマンスなど

のケーススタディの発表が行われた。講演者と聴衆は、身体的、精神的、物質的な災害遺物を救

出し、保存するための実践的なプロセスを探求した。また、これらのプロセスが集団のアイデン

ティティや表現、集合的記憶、コミュニティの絆、教育や知識に与える影響を紹介し、より広い

倫理観について議論し、社会が災害犠牲者の遺体をどのように扱っているかについて幅広く議

論した。最後に、災害時の人間以外の遺物の問

題について、災害後の遺物がたどった道筋につ

いて興味深い議論が展開された。結論として

は、社会文化の変化のベクトルとしての災害の

代理性、災害後の遺物の生成、そして災害に対

する人間の反応をめぐる倫理的問題を明らか

にしている。災害遺体・慰霊・遺構は過去の遺

物ではなく、新たな課題と機会をもたらす新し

い存在であると考えられるべきである。   【写真】2003 熱波の犠牲者のお墓、

ティアス共同墓地 

（パリ地方）、フランス 2019.5.19 著者撮影  

 

(5)災害の経験および復興と、個人と社会の脆弱性について  



特別なニーズを持つ人々やその他のマイノリティのように、災害が起こる前から存在する脆弱

性もある。また、災害そのものに起因する脆弱性もある。新たな脆弱性には、緊急避難、仮設住

宅、喪失（物質的、非物質的）経験に加え、家族の死に耐えなければならない遺族の悲しみやト

ラウマがある。同じことは、大量死を被ったコミュニティや社会全体の脆弱性についても言える。

いずれの場合も、脆弱性が致命傷になることはない。社会が災害の犠牲者とその遺族を処理する

準備を整えれば、短期的にも長期的にも災害の影響は小さくなる。 
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